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わだい浪切サロン
和歌山大学岸和田サテライト

とは．．．

和歌山大学岸和田サテライトでは、毎月（２月・８月を除く）
第３水曜日に、一般の方を対象に公開講座を開催しています。
学生さんから高齢の方の多世代の「学び」と「交流の場」と
して親しまれています。
和歌山大学や南大阪地域
の大学の教員が、専門分
野の話や、身近なテーマ、
旬のトピックスをわかりや
すくお話しています。どな
たでもご参加いただけます。

後期募集について

募集要項の取得方法

受講
するには

和歌山大学岸和田サテライト

お問い合わせ先

〒５９６‐００１４
大阪府岸和田市港緑町１-１  南海浪切ホール２Ｆ

TEL・FAX：０７２‐４３３‐０８７５
kishiwadastaf  f @ml.wakayama-u.ac.jp

■学部開放授業の仮登録期間
2022年

■大学院科目の出願期間

■岸和田サテライトのホームページから
　ダウンロードする方法

■岸和田サテライトにメール・電話で請求する方法
　（下記連絡先）

■その他の配架先から入手する方法
●  岸和田市役所・市民センター
●  岸和田市立図書館
●  南海浪切ホール（1階ロビー）
●  岸和田市立の各公民館

（下記の方法で取得することができます。）

https://www.wakayama-u.ac.jp/
　　　　　　 kii-plus/kishiwada/

２０２2年度（令和4年度）後期開講科目

和歌山大学岸和田サテライト

社会人受講生募集中

大学院科目

学部開放授業

まで

まで

金

火

募集期限

今後の開催方法および予定については、岸和田サテライト
ホームページをご覧ください。

※

「岸和田サテライト友の会」は、2006年度の受講者を中心と
して2007年12 月に発足した同窓会組織です。会員相互の
親睦・交流を図り、岸和田サテライトの発展、岸和田市なら
びに周辺地域の活性化に寄与することを目的としています。

※令和4 年度後期の授業は対面授業を予定しておりますが、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、遠隔授業（オンライン授業）で開講する場合があります。

8.26
2022

2022

9. 6

2022年

8月9日　　　　 　9月6日

その他
の講座のご紹介

火 火 8月22日　　　　 　8月26日月 金

参加費

会　場

開催日

必要 無料

毎月第3水曜日（2月・8月は除く）夜7時～8時30分まで

南海浪切ホール（多目的ホール ）他

申込み

（注5）

浪切で
ワダイを学ぼう
社会人のためのキャンパス

和歌山大学と岸和田市の地域連携推進協定にもと
づき、和歌山大学が2006年4月に南海浪切ホール
に開設しました。
岸和田サテライトでは、大学の授業、講座・セミナーの
開催、地域課題と大学の連携プロデュースを通じ、
世代を超えた学びと地域づくりの支援を行ってい
ます。
大学学部開放授業、大学院科目等履修制度を活用
し、2006年度の授業開講から、これまでに延べ
約2,000名の社会人の方が学んでこられました。
また、大学学部開放授業・大学院での「学び」は、
卒業生の同窓会（友の会） （注5）の活動や、地域での
活動に活かされています。



２０２2年度 後期開講科目のご紹介 和歌山大学の学びを浪切で
社会人のためのキャンパス岸和田サテライト

交通アクセスが良好
● 南海岸和田駅から徒歩１３分

●（阪神高速湾岸線）岸和田南インターから約 1 分
● 教室のある南海浪切ホール（地下）に無料駐車場を完備

●  原則として平日夜間か土曜日に開講

●多様な受講生（社会人、和歌山大学の学生）と一 緒に
　学べる

● 経済社会の変化に対応した専門的講義を受講できる

（注１）試験等による成績評価や単位認定はありません。

※

● 学部開放授業の聴講料11,000円（1科目）
● 大学院科目等履修の検定料 5,000円、
 入学料 10,000円、授業料14,400円（1単位）

● 18歳以上（高校生は除く）であれば、どなたでも受講
　可能な「学部開放授業受講 制度」（注１）
●経済学研究科 の授 業を受講できる「大学院科目等
　履修制度」（注2）

※令和4年度後期の授業は対面授業を予定しておりますが、 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　遠隔授業（オンライン授業）で開講する場合があります。

1 選べる学習制度

働きながらスキルアップ 割安な学費で、
1科目から受講できる

2

3 4
（注3）

（注4）

令和4年度後期の授業は対面授業を予定しておりますが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、遠隔授業（オンライン授業）で開講する場合
があります。

Ⅰ
学
部
開
放
授
業

Ⅱ
大
学
院
開
講
科
目

つの特徴4

森口 佳樹  教授（経済学部）講 師 講 師 岡部 美砂 准教授（経済学部）
近年の最高裁判決は、かつてに比較して違憲判断例も増加
し、これまでの判断基準と異なった判断手法を採用する
例も多くなっています。本講義では、人権規定に関する
判例検討にやや重きを置きながら、これまでの判例の傾向
とその変化、それに関する学説の評価について順次検討
します。この講義を通して、みなさんが日本国憲法を
めぐる諸問題の理解を深化させ、最近の諸問題について
理解できるようになることを目指します。

この講義では、ミクロ経済学をベースとする国際貿易
モデル、特にリカード・モデルとヘクシャー・オリーン
モデルの仕組みと定理を理解し、これらのモデルを応用
している論文や現実への応用可能性について検討します。
後半では、新貿易理論、新々貿易理論のフレームワーク
などの最新の貿易モデル、実証研究の進展について学び
ます。講義を通して、標準的および最新の貿易モデルの
仕組みを理解できるようになることを目指します。

和歌山大学岸和田サテライトは、地域や社

会の課題に関心のある方、スキルアップを

目指す方向けに、専門性と地域性を備え

た学部教養レベルの科目、大学院授業科

目を開講しています。「学び」を志す多世

代の皆さんが集い、語らい、知を深め合っ

ています。この岸和田で、大学の学びを

体験してみませんか？

地域防災力の担い手「防災士」。その養成講座の開講が予定されています。

（注２）入学資格は大学卒業者又は同等以上の学力があると認められる方が対象です。大学院の出願にあたっては、本学（学務課学部支援室経済
　　　学部係）へのお問合せが必要です。

（注3）登録料制度の残期間がある学部開放受講生は、有効期限内の聴講料は10,000円（1科目）となります。
（注4）「履修できる期間」の残期間がある科目等履修生は、有効期限内の検定料、入学料は不要です。

グループ討 議で若者の意
見が聞けて良かった。
特色のある講師陣で回替
りで多彩なテーマでよかっ
たと思う。

「 憲法 」 「 国際経済学 」

辻本 勝久  教授（経済学部）講 師 講 師 藤木 剛康  准教授（経済学部）
月間専門誌『運輸と経済』などを用いて、交通政策の
最新動向を研究し、報告、議論します。この講義を通して、
受講者が、都市・地域づくりや国づくりに向けた交通政策
面からの提言を行えるようになることを目指します。

この講義では、今日の国際政治の中心的な舞台とされて
いる「インド太平洋」とはどのような地域か、成り立ち
と現在の情勢、今後の展望について、国際的にも定評の
あるテキストを用いて検討します。そのうえで、日本外交
の表看板である「自由で開放的なインド太平洋構想」や
CPTPP への中国・台湾加盟申請をどう考えるべきかなど、
日本の外交や通商政策にかかわる重要な論点について、
自らの考えを議論できるようになることを目指します。

「 交通政策 」 「  通商政策 」

第 1 回：11 月 5 日（土）　9：00 ～ 12：00
第 2 回：11 月19日（土）　9：00 ～ 12：00
第 3 回：11 月26日（土）　9：00 ～ 12：00
第 4 回：12 月17日（土）　9：00 ～ 12：00

第 1 回：10月 1 日（土）　9：00 ～ 12：00
第 2 回：10月15日（土）　9：00 ～ 12：00
第 3 回：10月22日（土）　9：00 ～ 12：00
第 4 回：10月29 日（土）　9：00 ～ 12：00

第 1 回：10 月 6 日（木）　18：00 ～ 21：00
第２回：10月20日（木）　18：00 ～ 21：00
第 3 回：11月10日（木）　18：00 ～ 21：00
第 4 回：11月24日（木）　18：00 ～ 21：00

第 1 回：10 月 8 日（土）　13：00 ～ 17：00
第2 回：10月15日（土）　13：00 ～ 17：00
第3 回：10月22日（土）　13：00 ～ 17：00

藤田 和史 准教授（経済学部）他講 師 講 師 平田 隆行 准教授（システム工学部）他
この授業では、パンデミック後の世界において、私たちの
心身や暮らしがどのように変化し、その中で私たち自身の
有り様をどのようにしていくのかを、「社会制度・思想」、

「心の健康・身体の健康」、「家族・福祉」の３つの視点
から考えていきます。その結果として、ポストコロナの
時代における自分なりのふるまい方・あり方を身に付け
られるようになることを目指します。

災害の後、街の復興のシンボルとして祭りの復活を掲げ、
復興に突き進む様子は数多く見られます。大きな痛手
を負ったにも関わらず、祭礼という一見「無駄に見える
もの」に向かうのはなぜなのでしょうか。ここでは、災害、
文化、祭礼をキーワードに、各地の災害とそれを乗り
越える生活文化を考えていきます。講義を通して、祭礼
の持つ意味と力を理解し、心の面から災害を乗り越える
ための知識を身に付けることを目指します。

「  ポストコロナ社会の心身と暮らしを考える」 「 災害の文化と地域の祭礼 」

第1回：10月8日（土）　   第2回：10月15日（土）
第3回：10月22日（土）　 第4 回：11月 5 日（土）
第5回：11月12日（土）　 第6回 ：11月26日（土）
いずれも 13：00 ～ 17：00

第 1 回：1 月 7 日 (土）　　第 2 回：1月14 日（土）
第 3 回：1月21日（土） 　　第 4 回：1 月 28 日（土）
第 5 回：2 月 4 日（土）　　第 6 回：2月11日（土・祝）
いずれも 13：00 ～ 17：00

開講
日時

開講
日時

開講
日時

開講
日時

開講
日時

開講
日時

「 地域観光戦略論 」

災害やまちづくりについてなん
の知識もなかったが、丁寧な
講義のおかげで理解することが
出来た。難しいと感じるところも
受講者が質問や感想を述べる
機会があり、追加の解説をして
くれたので分かりやすかった。

豪華な教授陣、そして先生
方自身の防災に対する思い
入れの熱量に感動した。
私は神戸の被災地に物資を
運んだ経験があり、身近な
問題として受講させていた
だいた。

「 災害後の生活再建とまちの復興 」

受講生の声

アンケート
（2021年度開講）

から

サテライト代表メッセージ

「 災害後の生活再建とまちの復興 」

※受講者には、本学栄谷キャンパスで開講される防災士養成講座の受講資格が付与される予定です。（受講費用は別途必要）。
　詳しくは岸和田サテライトホームページで詳細を発表しますのでお待ちください。

藤田 和史 准教授


